
順番 質　　　問　　　項　　　目 答　弁　者

1 伊藤議員 ＩＣＴ教育の家計負担を軽減する支援を
町　長
教育長

2 鵜野議員
沼田町産商品のコマーシャル・販路拡大事業は
効果的なのか

町　長

3 長野議員 外資に対する土地取引への準備を 町　長

4 高田議員 ほたる館運営の将来像を問う　その２ 町　長

5 久保議員
農家が作った最高品質米に奨励金を与えて「雪
中米」にしよう

町　長

6 上野議員 全戸にエアコン補助で町民の生活環境向上を 町　長

7 篠原議員 冬期間の災害を想定した地域での防災訓練を 町　長

8 篠原議員 子どもの国保料均等割減免の拡充を 町　長

9 大沼議員 値上げの冬の施策を 町　長

質 問 者

令和３年第４回定例会は、１２月１５日～１６日までの予定です。

お問合せ先：沼田町議会事務局

１２月１５日 10：00～ 一般行政報告（町長）・教育行政報告（教育長）
13：00～ 一般質問（９件）

中途からの入場、中途退場もできますので、お気軽に傍聴下さい。

●議場は役場３階です。ふれあいからエレベーターをご利用下さい。

●議場へお入りの際は手指消毒とマスクの着用をお願いいたします。

●体調に不安のある方は、傍聴をご遠慮下さい。

●ふれあい１階ロビーで、議会のテレビ中継がご覧いただけます。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監督:小峯議長 脚本：黒田事務局長 AD：中山書記 

 

＊裏に日程と一般質問内容が記載されています 

映像化不可能といわれた定例会が 

待望のテレビ傍聴  （１階ふれあいでも傍聴可能） 

 

 

令和３年、コロナ禍で停滞していた経済活動も動き出したが、米価が下

がってまさに全米農家が泣いた年でもある。ワクチン接種は順調に進んだ

が、あらたな変異株オミクロンへの脅威、感染拡大防止と経済対策、まちづ

くりの困難な課題に立ち向かう姿を目撃できる感動作！ 

 

令和３年１～３回定例会傍聴 

観客動員数４０名を突破 
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令和３年 第４回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【町長・教育長】 

 

通告順 １ 
質問 

議員 
伊藤議員 

質問 

項目 
ＩＣＴ教育の家計負担を軽減する支援を 

質問 

内容 

  

来年度より高校生の一人一台のパソコン導入が進められます。これは、

現在進めているＧＩＧＡスクール構想による小・中学校での整備を受け、

高校でもＩＣＴ教育を途切れることなく実現するための取り組みです。 

 道教委では道立高校においてＢＹＯＤ（個人が所有する端末を学校で利

用すること）による学習を進めるべく、現在の中学３年生の保護者にパン

フレットを配布し、周知をしています。端末は、一部貸し出しもあります

が、私費負担を基本とする予定です。パソコンなどは保護者にとって高額

な負担となるが、都道府県によっては設置者が負担をしたり、補助制度を

設けています。国が進める構想が、住む地域によって保護者の負担に違い

があることは、義務教育でないとはいえ不公平感を感じます。 

また、ＧＩＧＡスクール構想では家庭に安定した通信環境を求めながら

通信料は保護者に負担を求めています。休校時の学校運営の経費を家計に

ゆだねることと感じますので以下を質問致します。 

 

１．道教委は２０２２年度の高校一年生が利用する端末の負担を保護者の

負担としているが、その考えに変わりはないのか。また、補助制度の考

えはないのか。（教育長） 

 

２．町として国や道に負担を求めることが必要と考えます。しかし、国や

道の支援がないとすれば、町として端末や通信料の補助制度を行い支援

することは出来ないか。（町長） 

 

３．現在、小中学校に対してインターネット環境がない家庭にモバイルル

ーターの貸し出しを行うことになっているが、通信料は家庭の負担であ

る。就学援助を受けている家庭には、この通信料を就学援助制度に加え

ることは出来ないか。（教育長） 



資料／北海道教育庁ＩＣＴ教育推進局ＩＣＴ教育推進課  

 

 



高等学校における学習者用コンピュータの整備について

○概要
公立高等学校におけるICT端末の整備状況に関し、令和２年12月に新たな経済対策が閣議決定されたこと

などを踏まえ、文部科学省において都道府県の整備目標等に関し、令和３年３月末の見込みを調査
（実施時期：令和３年１～２月）

○対象

全都道府県教育委員会

○結果

１人１台整備を目標（※）

42自治体（89.4%）

検討中

5自治体

（10.6%）

整備目標（N=47）

令和２年度中に完了

12自治体

（28.6%）

令和３年度中

5自治体

（11.9%）

令和３～５年度

3自治体（7.1%）

令和４～６年度

13自治体

（31.0%）

検討中

9自治体

（21.4%）

整備期間（N=42）

（※）「１人１台整備の方向性を明らかにして検討中」と
回答した都道府県を含む

【 1人1台整備を目標とする42自治体 】

設置者負担

16自治体

（38.1%）

保護者負担を原則

15自治体

（35.7%）

検討中

11自治体

（26.2%）

費用負担（N=42）
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公立高校における端末の整備状況（見込み）について（都道府県別）

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

秋

田

県

群

馬

県

富

山

県

福

井

県

岐

阜

県

和

歌

山

県

山

口

県

徳

島

県

愛

媛

県

佐

賀

県

長

崎

県

大

分

県

青

森

県

大

阪

府

高

知

県

福

岡

県

熊

本

県

茨

城

県

長

野

県

広

島

県

北

海

道

山

形

県

福

島

県

東

京

都

山

梨

県

三

重

県

滋

賀

県

京

都

府

兵

庫

県

奈

良

県

鳥

取

県

島

根

県

岡

山

県

埼

玉

県

岩

手

県

宮

城

県

栃

木

県

千

葉

県

石

川

県

愛

知

県

宮

崎

県

沖

縄

県

神

奈

川

県

新

潟

県

静

岡

県

香

川

県

鹿

児

島

県

（令和３年３月見込み）

整備目標

１人１台端末整備に向けて方策の検討が必要な部分

令和２年度末の高校端末の見込整備状況
（淡青色の部分は、令和３年度以降に整備が見込まれる部分）

整備期間

検討中

５自治体

1人１台を整備（１人１台整備の方向性を明示して検討中を含む）

42自治体

令和２年度に完了

12自治体
令和３年度中

５自治体

令和３～
５年度

３自治体

令和４～６年度

1３自治体

検討中

９自治体

費用負担
設置者負担

16自治体※

保護者負担を原則

15自治体※

検討中

11自治体※

※ 福島県、滋賀県、福岡県は、費用負担については検討中

（備考）

・ 都道府県立の公立高校のみ

・ 見込整備状況は、令和２年度の公

立高等学校の生徒数と令和２年度

の見込整備台数の割合

令和２年度の見込整備台数（令

和元年末の整備台数＋令和２年度

の新規整備予定台数）

※※ ※
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【町長】 

 

通告順 ２ 
質問 

議員 
鵜野議員 

質問 

項目 
沼田町産商品のコマーシャル・販路拡大事業は効果的なのか 

質問 

内容 

  

沼田町の特産物の雪中米・地場農産物などの PR 販売事業が複数取り組

まれ、農業者にとっては、所得に繋がる大切な事業です。 

今年は「首都圏アンテナショップ設置事業」５６０万円・中山間事業の

「農産物販売事業」６１５万円などの事業が行われています。 

これらの事業を含め、その成果目標がどこなのか、現在行っている事業

内容と効果、目標を聞く。（特に雪中米） 

 

また、沼田町商店街では特産品の販売していただいているが買い手が不

便を感じていないか。スーパー・マルシェですべて買えるのか、価格はど

うか。（雪中米・トマトジュース・ケチャップ・椎茸・レタスなど） 

 

沼田町で生産（農産物・加工商品・工業製品など）される商品は町民が

安く、手軽に利用できる事業の取り組みができないか。 
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【町長】 

 

通告順 ３ 
質問 

議員 
長野議員 

質問 

項目 
外資に対する土地取引への準備を 

質問 

内容 

 

国内において外資による土地の売買が進んでいます。一部の国では、自

国での土地保有が認められないため、資産保全の目的で海外の物件を保有

する富豪もいると聞きます。 

わが国では、農地以外の売買規制はなく、土地売買における外資規制が

ないのは近隣アジア太平洋１４ヵ国において日本だけです。(東京財団政

策研究所) 

２０１２年、北海道は、水源地域の事前届け出を義務付ける条例を成立

させました。外国人の土地所有は悪い事ではありませんが、沼田町として、

外資に対する土地の取引の検討を図り、後手に回らないように準備すべき

ではないでしょうか。 

今後、資産価値が低く、管理が難しい土地を「相続の前に土地を手放し

たい」「買ってくれるなら誰でもいい」と売却し、その後転売され、誰も

知らないという事例が増えていく恐れもあります。 

過疎化が進む中で、土地所有者が町外、道外、国外在住というケースも

想定されます。やがて、土地所有者の不在、不明により、固定資産税を徴

収できなくなる危険もあります。 

沼田町では、保全対策地域（環境、水源、生態系、景観、文化財など）

を指定し、条例による売買・利用ルールの整備を図ることが必要ではない

でしょうか。 

   「外資による森林買収はまだ先の事だ」「規制強化はグローバル時代に

逆行する」という考えでは、わが町の土地を行政が把握できず、徴税も

できず、負の遺産を次世代に残すことになります。以下に、町長の見解

を聞きたい。 

 

１，トラブルを未然に防ぐための条例（景観条例、第６次総合計画との整

合性）などの整備を進めてはどうか。 

 

 

２，外国人が沼田町で不動産物件を購入した際に、納税管理人がついてい

るかの確認が必要と思われるが、準備は整っているのか。 

 

 



 
4 

【町長】 

 

通告順 ４ 
質問 

議員 
高田議員 

質問 

項目 
ほたる館運営の将来像を問う その２ 

質問 

内容 

  

ほたる館は、平成２５年度からシダックス大新東ヒューマンサービス

(以下シダックスと記す)を指定管理者として、その運営を委ねています。

平成３０年度からは、指定管理の２期目に入り現在４年目です。 

 施設が古くなると客離れがすすみます。コロナ禍もあり、令和２年の決

算ベースでは宿泊人数と宴会数の減少で経営数値が悪化しました。町は指

定管理料と施設管理料等で９,０７６万円を支出しています。またこの他

に、コロナに関する補助金を２,８０４万円支出しました。 

 

１,施設を存続させるのであれば、大規模改修が必要であることは多くの

町民が認識しています。大規模改修の時期は何時になるのか、予算規模

は如何ほどになるのか、財源をどうするのかを伺う。 

 

２,シダックスへの指定管理料は、第１期が３,６００万円で第２期が５,

９００万円程です。第２期の契約締結時には「これ以上指定管理料が高

くならないように」との意見が寄せられました。第３期に向けて指定管

理料に関する、現状での考えを伺う。 

 

３,２年前の一般質問で「ほたる館の運営に関する将来像を町民に示し、

町民議論をすすめてコンセンサスを得るべきだ」と主張させていただき

ました。早急に実施していただきたいと思いますが考えを伺う。 
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【町長】 

 

通告順 ５ 
質問 

議員 
久保議員 

質問 

項目 
農家が作った最高品質米に奨励金を与えて「雪中米」にしよう 

質問 

内容 

 

私は、お米を学ぶ道半ばの者として、また「雪中米ファンクラブ」の名づけ親とし

て、町長の「雪中米」再生プランを聞きたいと思います。 

 私は今年も、道内外の議員や市民と意見を交換する場を持たせていただきました

が、相手側から「沼田町は雪中米で有名ですよね。雪の冷風を活用するとは、SDG

ｓを先取りした素晴らしいアイディアですね。」と、何度も賞賛をいただきました。この

ように雪中米が広く認知され、同時に世界初の知恵と工夫で先進事業を持続して

きた独自の技術も認知されていることは、農家のみなさんの普段の努力や、アイデ

ィアを出された当時の首長や学識経験者などの方々の高度なサポートや、バックア

ップされてきた農協や役場の職員の適切な運営などがあってのことと誇らしく感じさ

せていただきました。が、しかし、その一方で賞賛をいただいた方々のほとんどが雪

中米を食べたことも無く、少量を食べていても食べ続けていらっしゃる方は、ほとん

ど無く、むしろ見たことさえ無く、入手の方法も知らない方がほとんどです。町長は、

この非対称を解消する事業を、知名度が高いうちにどのように行いますか。 

 

雪中米には、主に次のような課題があります。 

１． 農家の方々が、メリットを実感されていない。 

２． 沼田町内で気軽に買えない。＝日配にも、お土産にも向いていない。 

３． 沼田町内のレストランなどで食べることができない。＝PR 機会の損失。 

４． ふるさと納税の主役だが納税額は減る一方。他の町の米は伸びている。 

５． 台湾などの輸出から撤退した。北海道の他町の米は堅調に伸びている。 

 

これらを克服するためには、次のような工夫が必要ではないでしょうか。 

１． 最高品質米に奨励金を与え「雪中米」にし農家のモチベーションを促す。 

２． 銘柄を増やし、米のねばりの強弱や価格の多様性を作りニーズに適合。 

３． 雪中米を使う町内の料飲店や小売店に価格の補助を行い普及させる。 

 

沼田町は、お米の町です。その政策の象徴が雪中米です。伸び悩んでいるので

あれば原因があるはずです。構造的な原因の解決事業は何ですか。 



   

    

「雪中米」再生プラン！ 

今年２０２１年、雪中米

は台湾から消えます。 

台北へ、商工＆農業女性部と♪ 

雪中米を売りまくり♪ 

台中のスーパーマー

ケットで試食＆販売♪ 

♪ 

 

中国語でアピール♪ 

台北で英語で商談♪ 

滝川市や東川町が雪中

米よりも売れていました。 

東川町はさらにサハリンなどに輸出拡大中♪ 

２０１３年３月１８日～２５日 

２０１２年２月１７日～２１日 

 

 

スーパーの店長と、

コミュニケーション♪ 



 

 

 

 

▼お米の品質の格付けと、それによる単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たとえば、奨励金をこのように設計。 

【予算】２０２２年度★総額１千万円＝ふるさと納税の予定６０万トン 

予定の Sの生産内訳；ゆめぴりか３０万トン、ななつぼし３０万トン 

↓ 

【品質 Sの生産実数】ゆめぴりか９５万トン、ななつぼし８５万トン 

【ふるさと納税オーダ】ゆめぴりか２５万トン、ななつぼし２５万トン 

↓ 

〈品質 S合計１８０万トン＝３万俵〉を予算１千万円で割る。 

↓ 

奨励金＝ゆめぴりか、ななつぼしS１俵ごとに３３３円 

●自分が雪中米を作っている自覚が無い。 

●雪中米が売れた分だけ収入が増える印象が無い。 

●雪中米を、身近に感じない。 

●他の町は、地元の白米が売れるとインセンティブが入る。 

●他の町は、ふるさと納税のコメを自分で提案できる。 

●他の町の方から雪中米をほめられても、尻がムズムズする。 

●雪中米が、生活に直結する身近なブランドになってほしい。 

表の上ほど品質が

良く、価格も良い。 

品質が最も悪い。 

 

高品質米に奨励金を与えて雪中米に♪ 

弥縫策ではなく、構造を変えて前進しよう♪ 

 



 

ふるさと納税の活用の可視化によ
り町民へ還元♪参加意識の向上♪ 

ふるさと納税はサイトを見る前に
情報を与える先回りが効果的♪ 

雪中米の魅力の情報発信により、
交流人口や移住人口への期待。 

消費者 

売上 

農家 

農協 

農業土木 
農機具会
社 誘致企業 

役場 

料飲店 米屋 

ブランド
化 

ふるさと
納税 

町民 

郷
土
愛
の
共
有 

農業関連産業クラスターの構築 

 

常に町外の方々のニーズに意識的

になることが沼田町に必要です。 

雪中米が結ぶ

オール沼田！ 

「雪中米」の販売実感を共有しよう！ 

 

この構図を成立させる

のは、農家によるおい

しい雪中米づくり♪ 

そのために高品質米

への奨励金はモチベ

ーションになります。 

・５G 

・加工食品 

・労働力 
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【町長】 

通告順 ６ 
質問 

議員 
上野議員 

質問 

項目 
全戸にエアコン補助で町民の生活環境向上を 

質問 

内容 

 

 町民が毎日生活する住宅環境はとても大切だと思います。 

 昨年より新型コロナウイルス感染予防対策として外出自粛、さらに子供

達がギガスクールになり、屋内活動が多くなり室内環境が高温で熱射病等

が起きて高齢者は勿論、幼児、子供達には負担が多く、家庭では大変苦労

しています。 

 現在、沼田で生活している全戸を対象に除菌機能のついているエアコン

を設置できるようにすべきと思う。 

 今後新たな変異株、オミクロン株の感染の拡大が心配されることから

も、自宅療養も起こりうることを考え、早急にエアコンの設置に取り組む

べきと思うが町長の考えを伺いたい。 



撮影許可済み
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【町長】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
７ 

質問 

議員 
篠原議員 

質問 

項目 
冬期間の災害を想定した地域での防災訓練を 

質問 

内容 

  

１２月１日から２日にかけての暴風雪の影響により、道内の一部地域で

長時間停電する被害が起きた。冬期間における長時間の停電は重大事態を

引き起こしかねない。この件に関しては平成３０年の第４回定例会におい

て、鵜野議員が大寒波で２日間の大規模停電を想定した一般質問を行っ

た。あれから３年経過し、現在は避難所への自家発電設備の整備も進み、

状況は改善しているように思える。しかし、台風や大雨の被害と違い突風

による電線の切断で生じる停電は予測しがたく事前の非難が困難であり、

とりわけ冬場の夜間に道路が積雪状態で発生した場合はただちに避難す

るには危険も伴う。このような事態に対して、町が整備している防災計画

では想定がされていないように見える。冬季に長時間の停電が発生した場

合の対応と防災計画の更新は行うのかを聞きたい。 

 冬季の夜間に停電が発生した場合、朝までは自力で耐えたとしてもその

後も状況が改善しない場合はやはり避難所を開設し、暖かい部屋と食べも

のの提供が必要になるのではないか。この間、新型コロナウイルスの影響

で避難訓練などが実施できていないが、テント型パーティションなどプラ

イバシー保護に対応した新しい形の避難所設営の準備ができているわけ

だから、それらを活用した避難訓練を行うべきではないかと考えるがどう

か。 

その際には地域ごとに防災訓練を進めるのが有効と言える。町が発行す

る防災のしおりでは自主防災組織の必要性が書かれているが、実態はあま

り機能していないように思える。ある程度円滑に機能するようになるまで

は町による誘導が必要なのではないか。 



内閣府『新型コロナウイルス感染症対策に配慮した避難所開設・運営事例集』令和３年６月 12 頁    



内閣府『新型コロナウイルス感染症対策に配慮した避難所開設・運営事例集』令和３年６月 14 頁    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内閣府『新型コロナウイルス感染症対策に配慮した避難所開設・運営事例集』令和３年６月 17 頁    
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【町長】 

 

 

通告順 ８ 
質問 

議員 
篠原議員 

質問 

項目 
子どもの国保料均等割減免の拡充を 

質問 

内容 

 

国は来年度から未就学児までの国民健康保険料（税）均等割の５割減免

を行うことを決定した。もともと国保は高いと言われているが、特に均等

割は低所得世帯には重く、ゼロ歳児にも均等にかかるため子どもが多い世

帯ほど負担が増える構造になっている。それに対して子どもの均等割減免

を望む多くの声を受け、ようやく国が動く形となった。 

 しかし、減免対象が未就学児までにとどまっていることは、子育て支援

策としては十分とは言えない。子育て世代の本音は「子育て支援は中学校

まではあまりお金がかからないからそれほど必要ではないけれど、高校か

らが本当に必要」であり、子どもが成長するに従って国保の家計への負担

が重くなることがわかる。 

 そこで、コロナ禍での生活支援と子育て支援を進めるために、国民健康

保険の均等割減免について、国が対象とする未就学児童までに加えて町

独自に高校卒業まで拡充する考えはないか町長に聞きたい。 



厚生労働省『全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律案について』(令和 3年 2月 12 日)、６頁 
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【町長】 

 

 

通告順 ９ 
質問 

議員 
大沼議員 

質問 

項目 
値上げの冬の施策を 

質問 

内容 

 

１.Ｒ３．１１.１２ 政府は原油価格高騰対策として自治体が実施する生

活困窮者への灯油購入費や各自治体のガソリンと灯油などに特別交付税

で措置を講じ財政支援をすると表明しました。国内の石油製品価格の抑制

を主とし、国民生活や経済活動に支障が生じないように万全を期す必要が

あると強調しています。 

来年の経済成長率は３.４％と見込まれていますが、半面、消費者物価

指数の上昇が懸念されます。ガソリンは７年ぶり灯油は１３年ぶりの高値

水準に加え電気、ガス、小麦粉、砂糖など原材料の値上りを受け食品など

販売価格に影響が出始め「値上げの冬」と評されています。これらの事を

鑑みたとき、年末年始、冬期間の生活を安心して生活ができるように対応

しなくてはならないと思います。 

「住み続けたい町」と言ってもらえるためには、町長の所信をお尋ねし

ます。 

 

１.自治体向けの地方創生臨時交付金に６.８兆円の上積みとインフラ整

備など経済対策で生じる自治体負担分（地方交付税４.２兆円を増額）内

４０００億円を充当するとしている。どのような施策に利用できるのかお

尋ねします。 


